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A Study on the Program  
Of “Kyudo” (Japanese Archery) Lesson 
 




     Our government guideline for teaching has been revised, and from 2012, Japanese junior high 
school students have to learn “Martial Arts” in the health and physical education as compulsory 
subjects.  Both boys and girls have to take “Martial Arts”, when they are in the 1st and 2nd year.  And 
when they are in the 3rd year, they are to choose either a ball game or “Martial Arts.”  There must be 
many students, especially girl students, who don’t want to scuffle with other students.  “Kyudo” 
(Japanese Archery) players never scuffle with other players; their opponents are only the targets and 
themselves.    Students’ demand for Kyudo would be great, and there are many things we must 
prepare in two years.  The lesson program is one of these.  In this paper, I tried to make up one 
Kyudo lesson program for junior high school students, hoping that they can have good experience and 
improve their mind condition. 
 

























































































































































 下表 1では、前半 15回で扱うべき事項をあげてみた。表中
中黒で示してあるのはその回で重点的に扱う項目である。 
(表 1) 





動作（礼法） ・ ・ ・
執り弓の姿勢 ・ ・ 　 　
入場～本座  　 　 　 ・ ・ 　 　 　 　 　
立射の矢番え  ・ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
座射の矢番え 　 ・ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
射位～退場 　 　 　 　 　 ・ ・ 　 　 　 　 　
足踏み ・ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
胴造り ・ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
弓構え ・ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
打起し 　 ・ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　 　
大三 　 　 ・ ・ 　 　 　 　 　 　 　 　
引分け  　 ・ ・ 　 　 　 　 　 　 　
会  　 　 ・ ・ ・ 　 　 　 　 　
離れ 　 　 ・ ・ ・ 　 　 　 　 　
残身（心） 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ 　 　
弓倒し 　 　 　 ・ ・ ・
ゆがけの着脱 ・ ・
手の内 　 　 ・ ・ 　


























項目 ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉑ ㉑ ㉑ ㉑ ㉑ ㉑ ㉑ ㉑ ㉑
狙い 　 　 ・ ・




















6 名で開始して、1 名が途中放棄してしまったものの、5 名
が最後まで続けてくれた。サンプル数としては少ないが、この
講座に関する感想を寄せてくれたので、そのいくつかを紹介
しよう。受講料を頂戴しているので、この額が適正かどうかに
ついては気になっていたのだが、4 名が「普通」、1 名が「安
い」と回答している。講座全体については 1 名が「よかった」と
回答している以外は、残り全員が「とても良かった」と回答して
いる。その他の意見として、「最後が道場で出来てよかった」
という回答があり、外の道場に連れて行けて良かったと実感
した。また、最終回には受講生の保護者 2 名の見学があり、
保護者(社会人)向けの講座も行ってほしい旨の意見をいた
だいた。この講座を開講して良かったと、意を強くしたところ
である。 
来年度も是非本講座を開講して、潜在的な弓道学修希望
者の要求に応えつつ、更に中身を充実させて、中学校武道
教育の現場で役に立つような指導法作りを進めていきたい。 
本校オープンキャンパスで本講座を実施するのは初めて
のことであり、準備段階から多くの関係者、特に事務担当者
にはご尽力頂いた。深く感謝している。 
最後になるが、本講座を実行するには、本校弓道部員 4
名のアシストが絶対的に必要であった。快くアシスタントを引
き受け、講座の間も様々な業務をこなしてくれた 4人に心から
の感謝を述べ、本論文を閉じることにする。 
 
